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講  評 
熱中症の危険予測について，気象要因（不快指数，天気度数（作者が定義））

を説明変数とする重回帰分析を用いてうまくモデル化しています。実用上も

有用な分析と考えられ，また，レポートもうまくまとまっています。その昔，

超有名数学者ガウスが作った最小二乗法は，二百年後の現代においても生き

続けています。 
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